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２２

状況の公表について

区 分
給料・報酬月額 期末手当

支給割合減額後給料･報酬 条例での給料･報酬 差 額

町 長 588,000円 735,000円 △147,000円

６月期

1.6月分

12月期

1.7月分

助 役 470,400円 588,000円 △117,600円

教 育 長 469,200円 552,000円 △82,800円

議 長 245,700円 273,000円 △ 27,300円

副 議 長 210,600円 234,000円 △ 23,400円

議 員 185,250円 195,000円 △ 9,750円

特別職・議員等の報酬の状況

地方公務員法の一部改正

により平成17年度から地方

公共団体の職員の任用、給

与、服務や勤務条件など人

事行政の運営状況について

公表することが、義務づけ

られています。

勝浦町におきましても、

昨年に引き続き、勝浦町人

事行政の運営等の状況の公

表に関する条例に基づき公

表させていただきます。

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

☆勤務を要する日 ……………… 毎週月曜日から金曜日までの週５日間
（国民の祝日に関する法律に規定する休日および12月29日から翌年の１月３日までを除く）

☆１日当たりの勤務時間 ……… 午前８時30分から午後５時15分まで（午後零時15分から午後１時までの間は休憩時間）

☆１週間当たりの勤務時間 …… 40時間

勤務時間

休暇制度

休 暇 の 種 類 休 暇 日 数 等

有

給

年 次 休 暇 １年につき20日間

病
気
休
暇

公務上の負傷又は疾病 その療養に必要と認める
期間

結核性疾病 １年を超えない範囲内でそ
の療養に必要と認める期間

上記以外の負傷又は疾病 3ヶ月を超えない範囲内でそ
の療養に必要と認める期間

特

別

休

暇

感染症の予防及び感染症の患者
に対する医療に関する法律によ
る交通しゃ断又は隔離

必要と認める期間

風、水、震、火災その他の非常
災害による交通しゃ断 必要と認める期間

風、水、震、火災その他の天災地変に
よる職員の現住居の滅失又は破壊

10日を超えない範囲内で
必要と認める期間

交通機関の事故等の不可抗力の事故 必要と認める期間

公民権の行使 必要と認める期間

骨髄液提供のための休暇 必要と認める期間

通信教育における面接授業の受講 １年につき20日を超えない
範囲内で必要と認める期間

職員の婚姻 ７日の範囲内で必要と認
める期間

妊娠障害のため勤務することが
著しく困難な場合

７日の範囲内で必要と認
める期間

職員の分べん

分べんの予定日前７週間
目に当たる日から分べん
の日後８週間目に当たる
日までの期間内において
必要と認める期間

生理休暇 ３日を超えない範囲内で
必要と認める期間

女子職員が生後満1年に達しない
その職員の生児を育てる場合 １日２回（１回30分）

父母、配偶者又は子の祭日 ２日を超えない範囲内で
必要と認める期間

就学前の子の看護のため勤務しない
ことが相当であると認められる場合

１年につき５日の範囲内
の期間

忌 引
死亡者の区分に応じ、１
日から10日の範囲内で必
要と認める期間

社会貢献活動 １年につき５日の範囲内
の期間

無給 介護休暇

介護を必要とする一の継
続する状態ごとに、連続
する６月の期間内で必要
と認める期間

調査対象
職 員 数

年次休暇
病気休暇
取得日数

特別休暇取得日数

取得
総日数

平均取
得日数

忌 引 婚 姻

101人 1010.5日 10.0日 171日 58日 21日

◇取得実績（17年中）

４．職員の分限および懲戒処分（17年中）

処 分 内 容 処分者数

分 限 処 分

免 職 ０

降 任 ０

休 職 ０

降 給 ０

失 職 ０

懲 戒 処 分

免 職 ０

停 職 ０

減 給 ０

戒 告 ０

訓 告 等 ０

５．職員研修および勤務成績の評定の状況

研修区分 研修内容等 受講者数 場 所

一般研修

市町村吏員研修
課長級研修等

７人
徳島県自治研修
センター

議会傍聴 38人 役 場

人権研修ほか 122人 役場他

実務研修
政策形成・住民対
応能力向上等

15人
徳島県自治研修
センター

派遣研修
個人情報保護
住民税課税事務

２人
市町村職員中央研修所
全国市町村国際文化研修所

（17年度実績）

６．職員の福祉および利益の保護の状況
◇福利厚生制度に関する状況

区 分 受診者数

人間ドック 47人

脳ドック 9人

定期健康診断（勝浦病院） 46人

（17年度実績）



勝浦町人事行政の運営等の

３

区 分
平成16年度
4月1日現在
職員数

平成17年度
4月1日現在
職員数

平成17年度中 平成18年度
4月1日現在
採用者数

平成18年度
4月1日現在
職員数採用者数 退職者数

本 庁 等（行政職等） 91 83 8 2 77

勝浦病院（医療職等） 44 42 1 3 1 41

合 計 135 125 1 11 3 118

（単位:人）

区 分 定 数
職員数

(Ｈ18.4.1現在)
比 較

（1）町長の事務部局
吏員 75 55 △20

その他の職員 9 7 △ 2

（2）病院の職員
吏員 41 35 △ 6

その他の職員 8 6 △ 2

（3）議会の事務局の職員事務局長 1 1 0

（4）選挙管理委員会の職員 書記 1 1 0

（5）監査委員の職員 書記 1 1 0

（6）教育委員会の事務部局の職員
吏員 7 5 △ 2

その他の職員 11 6 △ 5

（7）農業委員会の職員 吏員 1 1 0

計 155 118 △37

（単位:人）◇条例定数からみた職員数

職 名 職員数

課 長 等 7

課 長 補 佐 等 16

係 長 11

主 事 等 19

主 事 補 等 6

書 記 1

保 育 所 次 長 2

主 任 保 育 士 4

保 育 士 4

医 師 4

薬 局 長 1

薬 剤 師 1

検 査 技 師 等 3

理 学 療 法 士 3

主 任 看 護 師 2

看 護 師 15

用務員・調理員 19

計 118

H18年4月1日現在 （単位:人）
１．職員の任免及び職員数に関する状況

初任給基準

一般行政職
大学卒 短大卒 高校卒

170,200円 151,000円 138,400円

医療職（医師）
博士課程修了 医大卒
322,100円 235,200円

医療職（薬剤師等）
大学卒 短大３卒 短大２卒

176,100円 165,000円 154,200円

医療職（看護師等）
短大３卒 短大２卒 養成所卒

186,700円 178,300円 151,500円

２．職員の給与の状況

手当制度の状況

手当名 支 給 額 等

夜
間
勤
務
手
当

正規の勤務時間として午後10時から翌日午前５時まで
の間勤務が割り振られた職員に支給
・時間外勤務１時間につき

当該職員の時間単価×100分の25

宿
日
直
手
当

宿日直勤務をした職員に支給
・本庁 １回 4,900円 ・病院 １回 7,300円
・医師 １回 20,000円

期
末
手
当

基準日（６月１日、12月１日）に在職する職員に支給
・６月期 期末手当基礎額×1.4月分
・12月期 期末手当基礎額×1.6月分

勤
勉
手
当

基準日（６月１日、12月１日）に在職する職員に支給
・６月期 勤勉手当基礎額×0.725月分
・12月期 勤勉手当基礎額×0.725月分

特
殊
勤
務
手
当

手当名 支 給 額 等

扶
養
手
当

扶養親族を有する職員に対して支給
・配偶者 月 13,000円
・その他 月 6,000円（3人目以上は5,000円）ほか
（扶養親族たる子のうち15～22歳の者は、5,000円加算）

通
勤
手
当

通勤距離（片道）が２㎞以上の職員に支給
通勤距離に応じ、月4,200円～月18,600円

住
居
手
当

自己所有の家に居住するか、借家等に居住し、家賃を支払っている職員に支給
・借家等居住 ①月額23,000円以下の家賃を支払っている職員

…家賃の月額から12,000円を控除した額
②月額23,000円を超える家賃を支払っている職員
…家賃の月額から23,000円を控除した額の２分の１

（その控除した額の２分の１が16,000円を超えるとき
は、16,000円）に11,000円を加算した額

・持ち家居住 月 3,500円

管
理
職
手
当

管理又は監督の地位にある管理職員に対して支給
給料月額×役職に応じた支給率（６～13％）

時
間
外
勤
務
手
当
等

正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給
・時間外勤務１時間につき…当該職員の時間単価×100分の125
（22時から翌朝５時までである場合は100分の150）
・年末年始の休日（１月１日～３日、12月29日～31日）
時間外勤務１時間につき…当該職員の時間単価×100分の150
（22時から翌朝５時までである場合は100分の175）
・上記以外の休日
時間外勤務１時間につき…当該職員の時間単価×100分の135
（22時から翌朝５時までである場合は100分の160）

手当名 手当額

病
院
職
員
手
当

院 長 手 当

月

額

80,000円

副 院 長 手 当 50,000円

医師危険手当 30,000円

医師研修手当 30,000円

主任看護師手当 8,000円

検査技師危険手当 5,000円

放射線技師危険手当 10,000円

看護師危険手当 3,000円

夜間看護手当 1回 3,400円

手当名 手当額

徴税吏員手当 月額2,000円

保育士等
業務手当

主任保育士
月額9,100円

保育士
月額7,200円

伝染病予防
従事職員手当

１回1,000円
防疫業務に従事
した場合に限る

クリーンセン
ター業務手当 月額8,000円

野犬等へい
死処理手当 １件1,000円

区 分
平均給料月額 平均

年齢給料表額

行 政 職 328,697円 41.77歳

技 能 労 務 職 247,121円 48.42歳

医療職（医 師 等） 437,350円 46.25歳

医療職（薬剤師等） 287,213円 41.13歳

医療職（看護師等） 319,953円 44.76歳

１人当たりの支給額（平成18年4月1日現在）

ラスパイレス指数

Ｈ14 98.1

Ｈ15 96.5

Ｈ16 91.9

Ｈ17 92.6



本
町
で
は
、
平
成
十
六
年
に
策
定
し
た
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
計
画
期
間
を
平
成
十
六
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
と
定
め

行
政
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
国
に
お
い
て
も
地
方

に
対
し
て
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
を
推
進
し
た
た
め
、
行
政
改
革

推
進
プ
ラ
ン
の
実
施
計
画
見
直
し
作
業
と
併
せ
て
集
中
改
革
プ
ラ
ン

を
平
成
十
七
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
勝
浦
町
が
進
め
て
い
る
行
政
改
革
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

４

行
政
改
革
実
施
主
要
事
項
と

そ
の
効
果

平
成
十
七
年
度
に
制
定
な
っ
た
新

市
町
村
合
併
促
進
法
に
基
づ
き
、
徳

島
県
で
は
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会

を
設
立
し
、
更
な
る
市
町
村
合
併
の

枠
組
み
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
推
進
方
針
に
よ
り
、

今
後
の
方
向
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
面
の
財
政
対
応
と
し
て
特
別
職
、

議
会
議
員
、
そ
し
て
職
員
の
給
料
削

減
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
更
に
、

特
別
職
及
び
議
会
議
員
に
つ
い
て
は
、

報
酬
等
の
削
減
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
財
政
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
職
員
数
の
削
減
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

①
特
別
職
報
酬
の
削
減

特
別
職
報
酬
に
つ
い
て
は
以
前
か

ら
削
減
し
て
い
た
が
、
平
成
十
六
年

度
か
ら
二
年
間
、
二
十
％
削
減
を
実

施
し
、
平
成
十
八
年
度
は
、
町
長
報

酬
の
二
十
％
、
教
育
長
報
酬
の
十
五

％
削
減
を
継
続
し
て
い
る
。

②
議
員
報
酬
の
削
減

議
長
・
副
議
長
報
酬
の
十
％
、
議

員
報
酬
の
五
％
削
減
を
、
町
議
会
議

員
各
位
が
行
政
改
革
の
趣
旨
に
賛
同

さ
れ
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
現
在
ま

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

③
一
般
職
員
給
料
の
削
減

職
員
給
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

六
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
の
二
年

間
五
％
削
減
を
実
施
し
た
が
、
平
成

十
八
年
度
は
管
理
職
手
当
等
の
十
五

％
削
減
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
で
は
、
こ
れ
ら
①

②
③
の
効
果
額
の
一
部
を
基
金
に
積

立
て
て
い
ま
す
。

④
職
員
数
の
削
減

歳
出
に
占
め
る
割
合
が
大
き
い
人

件
費
を
将
来
的
に
も
抑
制
す
る
た
め
、

計
画
期
間
内
で
の
職
員
数
の
十
五
％

削
減
を
目
標
に
、
退
職
者
の
補
充
を

控
え
て
い
ま
す
。

①
公
共
施
設
指
定
管
理
者
制
度
導
入

平
成
十
六
年
度
に
指
定
管
理
者
制

度
条
例
を
制
定
し
、
平
成
十
七
年
度

に
は
四
個
所
の
施
設
を
、
平
成
十
八

年
度
に
は
更
に
一
個
所
追
加
し
て
五

個
所
の
公
共
施
設
を
指
定
管
理
者
制

度
を
適
用
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託

し
て
い
ま
す
。

②
受
益
者
負
担
の
再
検
討

平
成
十
八
年
度
に
お
い
て
各
公
共

施
設
の
今
後
の
使
用
料
及
び
徴
収
の

あ
り
方
に
つ
い
て
利
用
団
体
等
と
協

議
中
で
す
。

①
課
の
統
合
の
推
進

職
員
の
人
員
減
対
策
や
効
率
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
る
た
め
に
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
六
課
を
四
課
に

統
合
し
ま
し
た
。

②
特
別
職
体
制
の
見
直
し

平
成
十
六
年
五
月
以
降
収
入
役
の

職
を
廃
止
し
ま
し
た
。

③
事
務
の
効
率
化
と
経
費
節
減

学
校
の
用
務
員
業
務
を
民
間
に
委

託
、
ま
た
、
宿
日
直
手
当
を
日
額
九

百
円
削
減
し
経
費
の
節
減
を
図
り
ま

し
た
。

④
財
政
シ
ス
テ
ム
の
改
善

町
税
前
納
報
奨
金
の
限
度
額
設
定

や
県
内
出
張
の
日
当
廃
止
な
ど
経
費

削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

⑤
情
報
公
開
の
拡
大

町
で
は
、
平
成
十
七
年
度
に
整
備

し
た
光
フ
ァ
イ
バ
網
施
設
等
を
住
民

へ
の
情
報
提
供
の
た
め
に
活
用
し
て

ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
今
回
の
行
政
改
革
推
進
プ

ラ
ン
や
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
実
施
済

み
あ
る
い
は
実
施
中
の
行
政
改
革
主

要
事
項
の
概
要
を
お
示
し
す
る
と
と

も
に
、
受
益
者
負
担
な
ど
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る

事
項
に
つ
い
て
も
記
載
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
本
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

行
政
改
革
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め

に
、
町
議
会
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
深

い
ご
理
解
を
賜
り
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

行
政
改
革
進
捗
状
況

～
地
方
分
権
時
代
の

行
政
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
～

市
町
村
合
併
の
推
進

人
件
費
の
削
減

協
働
型
社
会
へ
の
移
行

町
行
政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

〈別表〉 行政改革効果額の実績および見込み

項目別

年度別

人件費の削減 町行財システムの再構築

特別職報

酬の削減

議員報酬

の削減

職員給料

の削減

職員の

人員削減

収入役職

の廃止

学校用務員

の業務委託

前納報奨金

の上限設定
課の統合

宿日直手

当の削減

県内旅費の

日当廃止

17年度実績額 4,690 1,778 22,028 48,317 11,506 14,992 377

18年度見込額 4,168 1,778 750 70,416 11,506 14,992 377 1,200 725 317

（単位:千円）



10月28日～11月５日 国民文化祭プレイベント

５

来年の秋に、「阿波の国、文化ふれあう、ゆめ・ひと・

みらい」をテーマに開催される「第22回国民文化祭・とく

しま2007」に向けて、勝浦町も「人形フェスティバルin勝

浦」として、伝統文化の阿波人形浄瑠璃の公演と、日本一

を誇るビッグひな祭りをアレンジした「人形と花のフェス

ティバル」で参加します。

今年は、国民文化祭プレイベントとして、「人形と花の

フェスティバル」を開催します。会場を飾る主役の花は、

生比奈小学校、横瀬小学校の児童。勝浦中学校の生徒に１

人１鉢で約500鉢の菊づくりをお願いしています。また、

町民のみなさんにも協力をお願いし、「国民文化祭を盛り

上げよう」と今年の６月に花づくりを呼びかけたところ、

多数の団体や個人から申込があり、それぞれ苗を持ち帰り

各施設や家庭で、本番に向けて花づくりが進んでいます。

玄関と中央ピラミッドを飾る花は勝浦高校や県下の農業高

校で栽培されており、出番を待っています。

花の会場持ち込みは 10月21日と22日
午前９時から午後３時まで

各施設や家庭で育てている花の持ち込みは、

10月21日と22日の２日間、午前９時から午後３

時まで人形文化交流館において受け付けます。

持ち込んだ花、５鉢に１枚の入場券（300円

券）をお渡します。後の花の管理は実行委員会

で行います。

問い合わせ ★人形と花のフェスティバル実行委員会

〔農村環境改善センター内〕 （42）3300

★勝浦町産業建設課 （42）1505

期間中の主なイベント

人形浄瑠璃や琴の演奏

10月28日

オープニングセレモニー 午前９時から

「童謡を歌う会」 午前10時30分から

大正琴演奏「琴の葉会」 午後１時30分から

10月29日

お手玉演舞 午後１時30分から

11月４日

人形浄瑠璃公演「勝浦座」午後１時30分から

11月５日

大正琴演奏「琴の葉会」 午前10時30分から

お手玉演舞 午後１時30分から

期間中

・恐竜化石展 ・花の販売コーナー

・軽食コーナー ・特産品販売コーナー

人形と花のフェスティバル


���


���

��� ������



�

��
��

��
��

��
��

��
��
��
		




:EF���GH���	
��


)*+ , -

６

10月７日 に勝浦町環境改善センターにおいて次のイベントが開催されます。

今回を機会に、情報化に触れてみませんか。申込や参加料は必要ありません。

皆さんのご来場をお待ちしています。

問い合わせ先：勝浦町総務税務課 （42）2511

徳島大学総務部企画・評価課社会貢献係 088（656）9752

e-mail：khkoukenc@jim.tokushima-u.ac.jp

タウンミーティング
参加者の中から
１人の方に

地デジ対応テレビ
が当たる！

勝浦町・上勝町地域情報化施設開所記念式典

この度、勝浦郡内に光ファイバ網が敷設され、超高速インターネットとケーブルテレビ

が利用できる環境が整いました。勝浦町と上勝町では、このことを記念し開所式典を行い

ます。

時 間：午前11時～正午

徳島大学 勝浦タウンミーティング

徳島大学が徳島地域連携協議会協力の下に、地域との交流を目的

として、タウンミーティングを開催します。タウンミーティングで

は、今後光ファイバ網を活かして「何ができるのか」、「どうすれば

まちづくりに役立つのか」事例紹介を見ながら

住民の皆さんと共に考えます。

テ ー マ：ケーブルテレビ・インターネットで何かが変わる。

～こんなことができるよ勝浦～

時 間：午後１時30分～午後３時30分

プログラム：ケーブルテレビ・インターネットで何ができるか

みんなで作る・使う勝浦ネット など

情報通信（ＩＣＴ）展示会

パソコンや携帯電話などの身近なものから、ＴＶ会議システムなど情報通信関連会社に

よる最新情報通信機器等の展示会が開催されます。そのほか、ケーブルテレビの多チャン

ネル放送の予告が行われます。

会場には、各社専門スタッフがいますので、お気軽に触ったり、質問したりすることが

できます。

時 間：午前11時～午後３時30分

勝浦町出身徳島大学生

穏台祐樹 さん (横瀬)

山畑隆史 さん (今山)

が発表します。



表
彰
・
祝
い
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

徳
島
県
知
事
祝
い
状
・
勝
浦
町
長
祝
い
状

百
歳
到
達
者

高
尾
智
惠
子

（
坂
本
）

谷

ヲ
タ
ネ

（
横
瀬
）

百
歳
以
上

柴
田
ヤ
ス
ヱ

一
〇
四
歳

（
中
角
）

坪

井

カ

ズ

一
〇
三
歳

（
中
山
）

坂
口
キ
ク
ヱ

一
〇
二
歳

（
星
谷
）

阿
部
カ
メ
ノ

一
〇
〇
歳

（
坂
本
）

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
功
労
者
表
彰

若

木

肇
（
坂
本
西
老
人
ク
ラ
ブ
）

谷

永

美
（
棚
野
立
川
老
人
ク
ラ
ブ
）

米
寿
（
八
十
八
歳
）
到
達
者

太
良
尾
千
代
子
（
棚
野
）
ほ
か
二
十
四
人

喜
寿
（
七
十
七
歳
）
到
達
者

椎

野

次

（
坂
本
）
ほ
か
百
四
人

※
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
は
、
徳
島

県
知
事
及
び
勝
浦
町
長
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
、
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に

は
勝
浦
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

勝
浦
町
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域

社
会
、
町
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ

ら
れ
た
高
齢
者
の
方
々
に
対
し
、
感
謝

と
ご
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
「
勝
浦

町
敬
老
町
民
の
つ
ど
い
」
を
毎
年
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
九
月
十
六
日

に
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
し
、
小
雨
の
降
る
中
、
約

百
五
十
人
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
前
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
横
瀬

保
育
所
児
童
達
に
よ
り
ま
す
元
気
な
歌

と
愛
ら
し
い
踊
り
が
出
席
者
に
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
百
歳
到
達
者

二
人
と
百
歳
以
上
の
方
四
人
に
県
と
町

か
ら
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
ま

た
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
功
労
者
、
米
寿
・

喜
寿
到
達
者
の
方
々
に
は
記
念
品
が
そ

れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
横
瀬
小
学
校
か
ら
三
人
の

生
徒
さ
ん
に
心
温
ま
る
敬
老
作
文
を
朗

読
し
て
い
た
だ
き
、
暖
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
は
、
婦

人
会
の
方
々
の
芸
能
や
児
童
に
よ
る
お

手
玉
な
ど
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

当
日
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
関
係
者
の
方
々

に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第37回

勝
浦
町
敬
老
町
民
の
つ
ど
い

７



まちかど散歩みち

2006年度徳島県同和問題啓発推進強化月間に募集された

標語ポスターに応募し、７月26日みごと最優秀賞を受賞さ
れました。おめでとうございます。

河野君は「顔と制服は、点々塗りで細かく描きました。
背景の色は、明るく見せるため、オレンジ色で大胆に表現

しました。」とコメントいただきました。

2006年度 徳島県同和問題啓発標語ポスター

最優秀賞受賞!!

生比奈小学校６年 河
かわ

野
の

圭
けい

亮
すけ

君

近
年
歩
き
へ
ん
ろ
さ
ん
の
数
が
た
い
へ
ん

多
く
な
っ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
へ
ん
ろ
道
が
度
重
な

る
台
風
の
襲
来
や
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
崩
れ

た
り
、
路
面
の
土
が
流
さ
れ
た
り
と
非
常
に

悪
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
名
地
区
で

も
、
鶴
林
寺
へ
の
参
道
が
約
三
㎞
あ
り
、
至

る
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
生
名
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
、
お

へ
ん
ろ
さ
ん
が
少
し
で
も
通
り
や
す
い
よ
う

に
、
少
し
で
も
楽
に
登
れ
る
よ
う
に
へ
ん
ろ

道
の
修
復
活
動
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
修
復
に
賛
同
い
た
だ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
い
た
だ
け
る
方
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
弘
法
大
師
さ
ん
の
踏
み
し
め
た
道
を
直

し
、
心
の
霊
場
に
手
を
合
わ
せ
て
み
ま
せ
ん

か
？
賛
同
い
た
だ
け
る
方
、
一
人
で
も
二
人

で
も
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
一
回
作
業
日

平
成
十
八
年
十
一
月
十
二
日

午
前
八
時
三
十
分

生
名
集
会
所
集
合

（
お
弁
当
持
参
で
す
）

※
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
、左
記
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。
勝
浦
町
産
業
建
設
課

玉
置

（
４
２
）１
５
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ（
４
２
）３
０
２
８

８

へ
ん
ろ
道

修
復
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募

集
！

ピ
ア
ノ
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

勝
浦
町
住
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

八
月
九
日
板
野
郡
北
島
町

三
井
寿
子
様
か
ら
、

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
寄
贈
さ
れ
、
住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



machikado sanpomichi

０
３（
５
２
５
３
）５
１
８
２
（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３（
５
２
５
３
）５
１
９
０

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す

９

応
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

今
年
も
勝
浦
中
学
校
音
楽
部
は
、
二
つ

の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
徳
島
県
代
表
に
選

ば
れ
、
四
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー

ジ
で
心
を
込
め
た
精
一
杯
の
演
奏
を
し
て

き
ま
し
た
。

結
果
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
残
念
な
が
ら
奨
励
賞
で
し

た
が
、
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
四
国

支
部
大
会
で
は
、
晴
れ
て
金
賞
を
頂
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
「
う
た
う
こ
と
」
は

順
位
を
競
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、

や
は
り
一
生
懸
命
努
力
し
た
生
徒
達
の
演

奏
が
評
価
さ
れ
る
と
い
う
の
は
大
変
嬉
し

く
、
自
信
と
励
み
に
な
る
も
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

昨
年
度
三
十
七
人
い
た
音
楽
部
の
部
員

も
、
今
年
は
二
十
七
人
。
全
体
の
声
量
や

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
厚
み
な
ど
、
こ
の
人
数
で

は
補
い
き
れ
な
い
課
題
も
で
て
き
ま
し
た

が
、
河
村
部
長
と
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
が
中

心
と
な
り
、
今
の
メ
ン
バ
ー
で
出
来
る
最

高
の
演
奏
を
目
指
し
て
部
員
を
ま
と
め
て

く
れ
ま
し
た
。

二
十
七
人
全
員
の
力
で
創
り
あ
げ
た
音

楽
、
そ
し
て
掴
ん
だ
金
賞
は
何
も
の
に
も

変
え
ら
れ
な
い
宝
物
で
す
。

（
勝
浦
中
学
校
音
楽
部

田
川
恭
子
）

【
結

果
】

・
七
月
二
十
四
日

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

徳
島
県
大
会

金
賞

・
八
月
十
七
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

徳
島
県
大
会

金
賞

・
八
月
二
十
四
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
松
山
）

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル

奨
励
賞

・
九
月
二
日

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
（
松
山
）

四
国
支
部
大
会

金
賞

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
方
、
終
戦

に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
に
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

※
請
求
書
類
は
、
役
場
福
祉
課
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

資
格
要
件
な
ど
の
お
問
合
せ
は
、

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
ま
で

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０（
２
３
４
）９
３
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.heiwa.go.jp

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
へ

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等
（
事
変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区

域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字

社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受

給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
御
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

◆
御
本
人
ま
た
は
御
家
族
な
ど
か
ら
の
御
連
絡
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

請
求
期
限
は
、
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

※
請
求
書
類
は
、
役
場
福
祉
課
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

〒
１
０
０-

８
９
２
６

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２-

１-

２

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室

業
務
担
当
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お
知
ら
せ

10月25日 10月19日 10月11日 10月４日

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
よ
う

★
十
一
月
と
十
二
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
ろ
う
等

★
十
月
生
お
誕
生
会

★
遠
足

生
比
奈
保
育
所
の
子
供
た
ち
と
一

緒
に
遠
足
に
行
き
ま
せ
ん
か
。
場
所

や
時
間
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
わ
ん

ぱ
く
教
室
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
勝
浦
の
自
然
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
よ
う
。

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
紙
粘
土
で
生
け
花
遊
び
を
し
よ
う

等
★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
よ
う

★
更
生
保
護
女
性
会
来
所

★
大
型
絵
本
等

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
園
庭
お
よ
び
リ
ズ
ム
室)

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

わ
ん
ぱ
く
教
室
で
は
絵
本
の
貸
し
出
し
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
教
室
に
参
加
さ
れ
た
と
き
や
、

お
子
さ
ん
を
お
迎
え
の
来
ら
れ
た
と
き
に
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
絵
本
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

「
子
ど
も
の
心
に
響
く
読
み
聞
か
せ
」
を
し

ま
し
ょ
う
ね
。

育
児
相
談
事
業

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

※
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、

食
事
・
排
泄
・
言
葉
な
ど
、
ど
ん
な
小

さ
な
疑
問
や
悩
み
で
も
相
談
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

平
成
十
八
年
十
月
一
日

か
ら
平
成
十
八

年
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
期
間
は
、
「
土

地
月
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
初
日
で
あ

る
十
月
一
日
は
「
土
地
の
日
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。）

本
月
間
は
、
公
共
の
福
祉
の
優
先
等
土
地

に
つ
い
て
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
広
く
国
民

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
土
地
関
係
施

策
に
つ
い
て
広
報
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

土
地
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、

土
地
関
係
施
策
の
よ
り
実
効
あ
る
推
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
期
間
中

は
講
演
会
等
、
土
地
関
係
の
様
々
な
行
事
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）２
５
１
１

役
場
福
祉
課
へ
届
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

①
健
康
保
険
証

②
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
（
ピ
ン
ク
）

③
印
鑑

老
人
保
健
の
方
が

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て

け
が
を
し
た
際
、
老
人
保
健
を
使
用
し
て
治

療
を
受
け
る
場
合
は
、
役
場
へ
の
届
出
が
必

要
で
す
。
こ
の
場
合
、
老
人
保
健
が
あ
な
た

の
医
療
費
を
一
時
立
て
替
え
、
後
で
加
害
者

に
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

示
談
は
慎
重
に
！

先
に
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た

り
、
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
と
老
人
保
健

で
治
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

(

４
２)

１
５
０
２

～
愛
玩
鳥
飼
育
者
の
皆
様
へ
～

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
外
で
は
い
ま
だ
終
息
に
至
ら

ず
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
お
り
、
既
に

ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
県
及
び
県
養
鶏
協
会
で
は
「
毎
月

ゼ
ロ
の
つ
く
日
に
一
斉
消
毒
日
」
と
し
て
、

防
疫
の
徹
底
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
病
気
の
発
生
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、

愛
玩
鳥
の
飼
育
者
に
も
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
消
毒
薬
を
配
布
し
ま
す

の
で
、
鳥
の
種
類
・
羽
数
・
飼
育
者
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号

〈
参

考
〉

鶏
、
チ
ャ
ボ
、
烏
骨
鶏
、
な
ど
を
屋
外
で

飼
育
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

配
布
予
定
の
消
毒
薬
は
１
戸
当
り
１
本

（
一
リ
ッ
ト
ル
）
と
し
、
無
償
で
提
供
し

ま
す
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
産
業
建
設
課（

４
２
）１
５
０
５

来
春
（
平
成
十
九
年
）
植
林

す
る
杉
・
桧
等
の
苗
木
の
申
し

込
み
を
次
の
と
お
り
受
付
け
し

ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
七

日

ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

苗
木
の
配
付
は
、
平
成
十
九
年
三
月
十
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

徳
島
中
央
森
林
組
合
勝
浦
支
所

(

４
２)

１
５
１
２

「
土
地
月
間
」
の
実
施
に

つ
い
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
十
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

老
人

保

健

山
林
用
苗
木
の
申
し
込
み

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

発
生
防
止
ご
協
力
に
つ
い
て
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日

時

十
月
二
十
九
日
（
日
）

午
前
八
時
三
十
分
集
合

午
前
九
時
開
会
式

※
雨
天
の
場
合
、
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

に
延
期
し
ま
す
。

場

所

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

勝
浦
町
民
の
方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
で
全
国
大

会
・
四
国
大
会
に
出
場
さ
れ
た
方
や
、
国
・

県
の
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
た
方
を
町
民
体
育

祭
に
お
き
ま
し
て
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

昨
年
の
十
一
月
以
降
か
ら
現
在
ま
で
に
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
十
月
十
日

ま
で
に
教
育
委
員

会

（
４
２
）２
５
１
５
に
ご
連
絡
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
次
の
と
お
り
看
護
師
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。
受
験
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
て
勝
浦
町
役
場

総
務
税
務
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
に
つ
い
て
は
、

総
務
税
務
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課
（
総
務
担
当
）

（
４
２
）２
５
１
１

こ
の
調
査
は
、
九
月
下
旬
か

ら
統
計
調
査
員
が
、
事
業
所
を

訪
問
し
、
調
査
票
の
記
入
を
依

頼
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て

行
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
は
、
県
知
事
が

任
命
し
た
非
常
勤
の
地
方
公
務

員
で
あ
り
、
訪
問
の
際
に
は
調

査
員
証
を
携
行
し
て
い
ま
す
。

対

象

す
べ
て
の
事
業
所

調
査
期
日

平
成
十
八
年
十
月
一
日

所

管

総
務
省

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
は
、
全
国
す
べ

て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業
を
対
象
に
、
事
業

の
種
類
や
従
業
者
数
等
の
基
本
的
な
事
項
を

調
査
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
事
業
所
の
地
域
別
、
産
業

別
、
従
業
者
規
模
別
等
の
構
成
を
明
ら
か
に

し
、
国
や
自
治
体
の
各
種
政
策
立
案
の
基
礎

資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

お
忙
し
い
時
期
と
は
存
じ
ま
す
が
、
事
業

者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
皆
様
か
ら
ご
提
出
い
た
だ
い
た
調

査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査

内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

そ
の
他
の
目
的
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

日

時

平
成
十
八
年
十
月
十
四
日

場

所

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
楽
苑

（
新
館
南
庭
）

催
し
物

人
形
浄
瑠
璃
（
勝
浦
座
）

琉
球
太
鼓

福
引
き

バ
ザ
ー

他

模
擬
店

う
ど
ん
、た
こ
焼
き
、お
好
み
焼
き
、

お
で
ん
、
ゲ
ー
ム

他（
各
五
十
円
）

問
い
合
わ
せ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
楽
苑

（
４
２
）３
７
０
０

第
四
十
五
回

勝
浦
町
民
体
育
祭

勝
浦
町

看
護
師
採
用
試
験

実
施
に
つ
い
て

試 験 区 分 看 護 師

受 験 資 格
昭和46年４月２日以降に生まれた者で、
看護師の免許を有する者

採用予定人数 若 干 名

試 験 日 平成18年11月19日

試 験 場 勝浦町役場

申込受付期間
平成18年11月１日 から11月10日 までの
執務日の午前８時30分から午後５時

（土・日・祝日を除く）

十
月
一
日
は

事
業
所
・
企
業

統
計
調
査
で
す

第
十
五
回

喜
楽
苑･

オ
レ
ン
ジ
荘
文
化
祭
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暴
力
団
の
根
絶
に
向
け
て
！

『
暴
力
団
の
実
態
』
を
知
ろ
う
！

暴
力
団
は
、
「
仁
義
を
守
る
」
、
「
堅
気
の

者
に
は
迷
惑
を
か
け
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま

す
が
、
暴
力
団
の
本
当
の
姿
は
、
「
世
の
中

全
て
金
、
金
の
た
め
な
ら
法
を
犯
し
て
も
か

ま
わ
な
い
」
と
い
つ
た
犯
罪
者
集
団
で
す
。

自
分
は
友
達
だ
と
思
っ
て
付
き
合
っ
て
い

て
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
「
筋
が
通
ら

な
い
」
等
と
い
っ

て
脅
さ
れ
て
被

害
者
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
り
、

暴
力
団
に
手
を

貸
し
て
、
犯
罪

に
荷
担
し
た
と

し
て
刑
罰
を
受

け
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

暴
力
追
放
『
三
無
い
運
動
』
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
！

☆
暴
力
団
を
『
利
用
し
な
い
』

☆
暴
力
団
を
『
恐
れ
な
い
』

☆
暴
力
団
に
『
金
を
出
さ
な
い
』

暴
力
団
に
関
す
る
困
り
事
は

警
察
署
及
び
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
へ

暴
力
追
放
ダ
イ
ヤ
ル

０
８
８（
６
５
６
）０
１
１
０

暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー

０
８
８（
６
５
６
）２
７
１
０

み
ん
な
で
作
ろ
う安

心
の
街
！

犯
罪
の
な
い
安
全
で
明
る
く
住
み
よ
い
地

域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
十
月
十
一
日
か

ら
十
月
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
『
全
国
地

域
安
全
運
動
』
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
「
み
ん
な
で
作
ろ
う
！
安

心
の
街
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
防
犯
思
想
の

普
及
・
浸
透
を
図
る
と
と
も
に
、
県
民
自
身

に
よ
る
自
主
防
犯
意
識
と
防
犯
行
動
へ
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
街
頭
犯

罪
及
び
侵
入
犯
罪
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

運
動
の
推
進
重
点
は
次
の
と
お
り
で
す

・
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

・
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯
罪
の
防
止

・
街
頭
犯
罪(

自
動
車
盗
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
、

自
転
車
盗
、
車
上
狙
い
、
自
動
販
売
機
狙

い
、
部
品
狙
い
、
ひ
っ
た
く
り
、
強
制
わ

い
せ
つ
、
強
姦
及
び
略
取
誘
拐)

の
予
防

と
検
挙

「
あ
や
し
い
！
」
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
一
一
〇
番
！

昨
年
の
全
国
の
窃
盗
犯
罪
は
、
一
七
三
万

件
で
、
刑
法
犯
罪
の
八
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

徳
島
県
に
お
い
て
は
二
年
連
続
で
減
少
し

て
い
る
も
の
の
、
凶
悪
犯
罪
に
移
行
す
る
虞

の
強
い
侵
入
窃
盗
が
増
加
す
る
な
ど
、
憂
慮

す
べ
き
現
状
に
あ
り
ま
す
。
「
検
挙
に
ま
さ

る
防
犯
無
し
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
不
審

者
等
に
対
す
る
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
不
審
者
を
見
か
け
た
ら

一
一
〇
番
通
報
を
！

車
両
を
物
色
し
た
り
、
車
内

を
覗
き
込
ん
だ
り
す
る
不
審
者

を
見
か
け
た
ら
、
す
ぐ
に
一
一

〇
番
を
！

◎
室
内
に
犯
人
が
い
る
と
き
は

直
ち
に
一
一
〇
番
通
報
を
！

絶
対
に
室
内
に
入
ら

ず
に
、
直
ち
に
一
一
〇

番
通
報
を
！
警
察
官
が

臨
場
す
る
ま
で
絶
対
に

中
に
入
ら
な
い
よ
う
に
！

◎
盗
難
被
害
に
気
付
い
た
ら

す
ぐ
に
一
一
〇
番
通
報
を
！

犯
人
は
、
犯
行
現
場
に
犯
人
検
挙
の
決
め

手
と
な
る
痕
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。
被
害
に

気
付
い
た
ら
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
速
や
か
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
♯
９
１
１
０

県
民
の
声

一
一
〇
番

ス
ト
ー
カ
ー
、
悪
質
商
法
、
薬
物
、
け
ん

銃
、
廃
棄
物
、
性
犯
罪
、
交
通
関
係
等
様
々

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

十
・
十
一
月
中
の
猟
銃
等
講
習
会
開
催
日
程

経
験
者
講
習

10
月
11
日

三
好
警
察
署

10
月
25
日

徳
島
西
警
察
署

11
月
８
日

徳
島
西
警
察
署

11
月
22
日

小
松
島
警
察
署

初
心
者
講
習

10
月
４
日

小
松
島
警
察
署

※
11
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

現
在
、
徳
島
県
で
は
平
成
五
年
か
ら

糖
尿
病
に
よ
る
死
亡
率
が
全
国
ワ
ー
ス

ト
１
と
な
り
十
三
年
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
勝
浦
町
に
お
い
て
も
糖
尿
病

は
介
護
を
受
け
る
原
因
と
な
る
な
ど
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度

は
そ
の
対
策
の
一
環
と
し
て
糖
尿
病
を

テ
ー
マ
に
と
り
あ
げ
実
施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

十
月
二
十
一
日

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

場

所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

主
な
内
容

式
典
及
び
表
彰

基
調
講
演
「
緊
急
課
題
！
糖
尿
病
」

講

師

勝
浦
病
院

院
長

平
賀

隆
先
生

報
告
「
徳
島
県
の
糖
尿
病
対
策
」

阿
南
保
健
所

稲
井
芳
枝
先
生

試
食
コ
ー
ナ
ー

男
の
料
理
教
室
の
簡
単
お
や
つ

※
ま
た
、
第
四
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２

第
十
六
回

健
康
・
福
祉
ま
つ
り
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二
〇
三
〇
年
ご
ろ
ま
で
に
発
生
す
る
確
率

が
約
五
十
％
と
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震

で
は
、
勝
浦
町
で
も
震
度
五
強
か
ら
震
度
六

弱
の
強
い
揺
れ
が
あ
る
と
徳
島
県
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
震
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
の
対

策
と
し
て
、
町
内
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

と
耐
震
改
修
補
助
金
の
募
集
を
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
木
造
住
宅

耐
震
診
断

昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
住
宅

在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
工
法
に
よ
り
建

築
さ
れ
た
住
宅
（
木
造
プ
レ
ハ
ブ
・
二

×

四
工
法
除
く
。）

現
在
居
住
さ
れ
て
い
る
平
屋
、
又
は
二

階
建
て
の
住
宅
（
併
用
、
共
同
住
宅
等

も
含
む
。）

耐
震
改
修

耐
震
診
断
結
果

が
〇･

七
未
満

と
総
合
判
定
さ

れ
て
、
改
修
に

よ
っ
て
一･

〇

以
上
の
総
合
判

定
と
な
る
木
造

住
宅

募
集
期
間

耐
震
診
断

十
月
一
日
～
三
十
一
日

耐
震
改
修

十
月
一
日
～
十
一
月
三
十
日

募
集
戸
数

耐
震
診
断

四
戸
（
先
着
順
と
な
り
ま
す
。）

耐
震
改
修

八
戸

（
募
集
期
間
内
で
先
着
順
と
な
り
ま
す
。）

概

要

耐
震
診
断

町
が
委
託
す
る
建
築
士
が
、
図
面
、
現

地
を
見
て
診
断
し
、
報
告
書
を
お
渡
し
し

ま
す
。

耐
震
改
修

申
請
者
が
建
築
業
者
に
、
改
修
工
事
を

発
注
し
、
工
事
完
了
後
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

負
担
額
・
補
助
額

耐
震
診
断
の
申
請
者
負
担
額

一
戸
建
て
の
場
合

三
千
円

共
同
住
宅
の
場
合

六
千
円

※
補
助
内
訳
…
国
１
／
２
、
県
１
／
４

町
１
／
４

耐
震
改
修
の
補
助
金

耐
震
化
改
修
に
要
す
る
工
事
費
の
２
／
３

交
付
限
度
額
六
十
万
円

※
補
助
内
訳
…
県
１
／
２
、
町
１
／
２

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
十
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

十
月
の
行
事

十
月
は
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び
や
食
育
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

三
日

園
庭
で
あ
そ
ぼ
う

十
日

し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
で
あ
そ
ぼ
う

十
七
日

園
庭
で
あ
そ
ぼ
う

二
十
四
日

食
育
教
室

し
ゅ
う
ま
い
を
つ
く
ろ
う

※
十
月
二
十
四
日
の
食
育
教
室
は
、
十
月
十

三
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
十
月
下
旬
に
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
を

開
催
し
ま
す
の
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

八
月
二
十
五
日

と
二
十
九
日(

火)

応
急

救
護
法
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

事
故
が
お
き
た
場
合
の
救
命
方
法
を
学
び

ま
し
た
。
人
形
を
使
っ
て
気
道
確
保
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
人
工
呼
吸
な
ど
の
実
技
訓
練

を
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
十
月
行
事

人
形
を
使
っ
て
講
習
を
受
け
て
い
る
参
加
者

平
成
十
八
年
度

耐
震
診
断
・
改
修
補
助
事
業

の
お
知
ら
せ

募

集

8
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①
参
加
資
格

町
内
お
よ
び
町
に
関
係
す
る

小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
一
般

②
作
品
形
式

毛
筆
の
た
て
書
き

条
幅
半
切
の
四
分

の
一
（
六
十
八
㎝×
十
七
・
五
㎝
）
作
品

の
左
に
、
学
生
は
校
名
・
学
年
・
氏
名
、

一
般
は
地
域
名
・
氏
名
を
書
く
。

③
課

題

新
し
い
年
を
む
か
え
て
、
新
年

に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
ば
を
書
く
。

④
出
品
数

一
人
一
枚

⑤
出
品
料

一
人
百
円

⑥
出
品
締
め
切
り

十
二
月
十
日

※
団
体
は
出
品
目
録
を
提
出
す
る
。

⑦
作
品
送
り
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
事
務
局

〒
七
七
一

四
三
〇
六

勝
浦
町
棚
野

殿
川
武
男
宛

＆
Ｆ
Ａ
Ｘ（
４
２
）２
３
６
１

⑧
表

彰

大
賞
、
特
別
賞
、
優
秀
賞

出
品
者
全
員
に
参
加
賞

⑨
会
期
・
展
示
場

平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日

～

平
成
十
九
年
末
（
大
宮
八
幡
神
社
）

平
成
十
九
年
一
月
五
日

～
三
十
一
日

（
阿
波
銀
行
勝
浦
支
店
・
Ｊ
Ａ
東
と
く
し

ま
勝
浦
支
所
・
徳
島
銀
行
勝
浦
支
店
・

勝
浦
郵
便
局
）

【
特
別
事
項
】

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
者
は
、
次
の
要
項
に

よ
り
即
席
書
写
大
会
に
出
場
し
て
、
大
賞
、

特
別
賞
に
挑
戦
す
る
も
の
と
す
る
。

日

時

平
成
十
九
年
一
月
五
日午

前
九
時
集
合

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

日

程

午
前
九
時
～
九
時
三
十
分

説
明
、
会
場
案
内
、

用
紙
配
布
、
課
題
発
表

九
時
三
十
分
～
十
時

即
席
書
写
大
会

十
時
～
十
一
時休

憩
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

十
一
時
～
十
一
時
三
十
分

表
彰

用

意

書
写
用
具
・
新
聞
紙
一
枚
は
各
自

用
意
し
て
下
さ
い
。
清
書
用
紙
（
半
紙
五

枚
）
は
、
当
日
配
布
し
ま
す
。

主

旨

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
第
十
一
回

を
記
念
す
る
と
共
に
、
即
席
書
写
大
会
に

よ
っ
て
文
字
文
化
の
振
興
と
書
写
技
能
の

向
上
を
図
る
。

主

催

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
実
行
委
員
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

協

賛

勝
浦
町
・
勝
浦
町
教
育
委
員
会
・

勝
浦
町
産
業
建
設
課
・
勝
浦
会
館
・
勝
浦

町
社
会
福
祉
協
議
会
・
勝
浦
郡
中
学
校
校

長
会
・
勝
浦
小
学
校
校
長
会
・
勝
浦
町
青

少
年
健
全
育
成
会
・
勝
浦
町
子
供
会
連
合

会
・
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
か
い
・
勝
浦
郵
便

局
・
阿
波
銀
行
勝
浦
支
店
・
徳
島
銀
行
勝

浦
支
店
・
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
勝
浦
支
所
・

大
宮
八
幡
神
社
・
田
中
文
林
堂

六
月
一
日
か
ら
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の
回

収
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
設
置
し
た
容
器

が
廃
油
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
順
次
、
回
収

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
み
の
減
量
化
、
ご
み
の
資
源

化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
回
収
容
器
設
置
場
所

横
瀬

フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
杉
屋
横
瀬
店

横
瀬

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

棚
野

寒
山
商
店

生
名

宮
本
商
店

中
角

農
村
婦
人
の
家

山
西

フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
杉
屋
生
比
奈
店

②
回
収
時
間

そ
れ
ぞ
れ
の
回
収
場
所
の
開
店
・
開
館
時

間
中

③
排
出
方
法

廃
油
は
容
器
（
空
き
瓶
な
ど
）
に
入
れ
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

←

設
置
し
て
あ
る
ポ
リ
タ
ン
ク
等
に
移
し
て

く
だ
さ
い
。

←

空
き
瓶
等
の
容
器
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

④
回
収
で
き
な
い
も
の

廃
食
用
油
以
外
の
も
の
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
）

廃
食
用
油
を
固
め
た
も
の
（
可
燃
ご
み
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。）

飲
食
店
な
ど
の
事
業
所
か
ら
出
る
廃
食
用

油
は
回
収
で
き
ま
せ
ん

徳
島
県
で
は
、
美
し
い
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。
あ
な
た
の
周
り
の
景
観
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

十
月
十
五
日

場

所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
立
江
大
会
議
室

内

容

①
地
区
ご
と
の
景
観
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

②
景
観
法
を
活
用
し
た
地
域
の
景
観
づ
く
り

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

参
加
費

参
加
方
法

開
催
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
県
都
市
計
画

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
県
都
市
計
画
課
の
酒
井
・
喜

来

０
８
８（
６
２
１
）２
５
６
６
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

17.5㎝

68
㎝

第
十
一
回
新
春
夢
く
ら
べ

書
道
展

作
品
募
集

景
観
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の
回
収

回収後は

バイオディーゼル
燃料として利用
されるよ!!
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年金記録相談の特別強化体制について

ご自分の年金記録について、ご確認いただき将来の年金にそなえていただけるよ

う、当面、本年８月21日から12月末まで、年金記録相談の特別強化体制を取ること

といたしました。この機会にご利用いただけますよう、ご案内申し上げます。

「ねんきん公開講座」のご案内

徳島社会保険事務局では、講演やパネリストによるディスカッションで年金制度

の意義や役割を考える「ねんきん公開講座」を開催します。

聴講ご希望の方は、事前申込は不要ですので、当日会場へご参集ください。

【日 時】 平成18年11月25日 13:30～16:00

【場 所】 徳島県立総合教育センター

板野郡板野町犬伏字東谷１－７（駐車場300台）

【お問合せ先】

徳島社会保険事務局年金課 088（634）1173

基礎年金番号がお分かりの方は、社会保険庁ホームページ

でお受けします。

◆ＩＤパスワード方式による年金個人情報提供サービス

◆年金見込額試算（50歳以上の方）

インターネットでどうぞ！ 社会保険庁 http://www.sia.go.jp/

基礎年金番号がお分かりの方は、本人確認をさせていただ

いた上で、年金加入記録をご自宅に郵送いたします。

お電話でどうぞ！ 0570－05－1165（イイロウゴ）

基礎年金番号がお分かりにならなくても、本人確認ができ

る書類（運転免許証、保険証等）をお持ちの上、社会保険事

務所へお越しください。

社会保険事務所へどうぞ！
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わ
た
し
た
ち
の
生
活
す
る
場
所
は
、
毎
日

に
ぎ
や
か
な
声
が
響
き
、
何
の
問
題
も
存
在

し
て
い
な
い
よ
う
に
時
間
が
過
ぎ
去
っ
て
い

き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
場
所
で
あ
っ
て

も
、
一
つ
の
歯
車
が
微
妙
に
狂
う
だ
け
で
、

居
心
地
の
よ
い
場
所
が
と
て
も
危
険
な
場
所

へ
と
一
瞬
で
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

実
は
わ
た
し
の
い
た
場
所
が
そ
う
だ
っ
た

の
で
す
。
昨
日
ま
で
親
友
だ
と
思
っ
て
い
た

人
が
、
今
日
は
敵
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

平
和
な
世
界
か
ら
、
一
転
地
獄
に
突
き
落
と

さ
れ
た
よ
う
で
、
わ
た
し
の
周
り
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
が
全
く
わ
か
ら
な
く
な
り
、
何

が
悲
し
い
の
か
も
わ
か
ら
な
い
の
に
、
た
だ

た
だ
泣
き
た
く
な
る
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
れ

た
の
で
す
。
そ
の
と
き
こ
う
思
っ
た
の
で
す
。

「
助
け
を
求
め
て
も
結
局
は
裏
切
ら
れ
て
し

ま
う
な
ら
、
も
う
誰
も
信
じ
な
い
。
う
わ
べ

だ
け
の
関
係
な
ら
本
当
の
自
分
を
出
さ
な
い
。

他
人
の
話
に
た
だ
合
わ
せ
て
い
け
ば
き
っ
と

楽
だ
ろ
う
。」
と
。

で
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
て
も
い
じ

め
は
な
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト

す
る
ば
か
り
で
し
た
。
他
人
を
信
じ
な
け
れ

ば
、
裏
切
ら
れ
て
も
楽
だ
な
ん
て
強
が
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
が
現
実
に
な

る
と
、
私
の
悲
し
み
は
増
す
ば
か
り
で
し
た
。

人
は
よ
く
「
い
じ
め
る
側
と
い
じ
め
ら
れ

る
側
」
ど
ち
ら
が
つ
ら
い
か
と
質
問
し
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
わ
た
し
は
絶
対
「
い
じ
め
ら

れ
る
側
」
だ
と
心
の
中
で
大
声
で
叫
ん
で
い

ま
し
た
。
（
だ
っ
て
、
自
分
が
今
そ
の
真
っ

た
だ
中
に
い
る
の
で
す
か
ら
…
…
。）

し
か
し
、
あ
る
と
き
、
い
じ
め
を
し
て
い

た
人
の
本
当
の
気
持
ち
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
醜
い
心
や
行

為
を
赤
裸
々
に
告
白
し
た
内
容
に
、
私
は
大

き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
「
小
学
校
の
時

は
、
み
ん
な
が
い
じ
め
て
い
た
の
で
遊
び
半

分
で
始
め
る
。
そ
の
う
ち
、
い
じ
め
る
こ
と

が
楽
し
く
な
っ
て
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
。
い

じ
め
が
い
け
な
い
こ
と
は
知
っ
て
い
た
の
で
、

話
し
合
い
や
人
形
劇
を
通
し
て
や
め
る
こ
と

が
で
き
た
。」

単
純
に
「
よ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
い
じ

め
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
」
と
思
え
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、

「
中
学
校
で
ま
た
一
人
の
仲
間
を
無
視
し
、

仲
間
は
ず
れ
に
し
た
。
最
初
は
む
か
つ
く
か

ら
、
気
持
ち
悪
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
あ
っ

た
。
表
面
で
は
仲
良
く
し
、
陰
で
は
悪
口
ば

か
り
言
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
で
さ
え
自
分

は
い
じ
め
や
差
別
は
し
て
い
な
い
と
思
っ
て

い
た
。
し
か
し
、「
自
分
以
下
を
求
め
る
心
」

や
「
テ
ィ
ー
ン
ズ
メ
ー
ル
」
を
読
ん
で
自
分

の
醜
い
心
や
知
ら
ぬ
間
に
や
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
い
じ
め
に
気
が
つ
い
た
。
い
じ
め
が
ど

れ
だ
け
悪
い
こ
と
か
知
っ
て
い
て
も
、
ど
れ

ほ
ど
つ
ら
い
こ
と
か
知
っ
て
い
て
も
、
つ
い

つ
い
き
つ
い
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
い
、
相
手

を
傷
つ
け
て
し
ま
う
自
分
が
今
も
い
る
。
小

学
校
の
と
き
反
省
し
た
は
ず
な
の
に
、
ま
た

同
じ
間
違
い
を
繰
り
返
す
自
分
が
、
人
間
と

し
て
恥
ず
か
し
い
。」

こ
の
よ
う
に
話
す
姿
に
、
わ
た
し
は
「
い

じ
め
る
側
」
の
つ
ら
さ
を
実
感
す
る
と
と
も

に
、
人
と
し
て
の
や
さ
し
さ
と
輝
き
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
じ
め
は
両
者

の
心
を
深
く
傷
つ
け
、
害
し
か
残
ら
な
い
醜

い
も
の
で
、
何
の
得
も
あ
り
ま
せ
ん
。

人
は
、
自
分
よ
り
下
の
人
が
欲
し
い
か
ら
、

自
分
が
必
要
で
な
い
人
間
に
な
り
た
く
な
い

か
ら
、
自
分
を
認
め
て
も
ら
い
た
い
か
ら
こ

そ
、
い
じ
め
と
い
う
行
為
に
走
っ
て
し
ま
う

弱
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
を
克

服
す
る
と
、
相
手
の
痛
み
を
自
分
の
こ
と
の

よ
う
に
思
え
る
ほ
ん
と
う
の
や
さ
し
さ
が
生

ま
れ
て
き
ま
す
。
や
さ
し
い
人
間
は
輝
い
て

見
え
ま
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
や
さ
し
さ
が
周

囲
の
人
を
輝
か
せ
、
幸
せ
に
す
る
よ
う
に
思

え
る
の
で
す
。

私
は
、
悩
み
苦
し
み
な
が
ら
日
々
の
中
で
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

人
は
一
人
ひ
と
り
顔
か
た
ち
、
声
、
好
み

そ
し
て
考
え
方
が
ど
ん
な
に
違
っ
て
い
て
も
、

や
っ
ぱ
り
こ
の
世
で
た
っ
た
一
人
の
尊
い
も

の
で
す
。
ま
た
、
人
は
自
分
の
力
だ
け
で
は

生
き
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
だ
れ
か
の
力
で
生

か
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
だ
れ
か

の
役
に
立
つ
こ
と
で
、
自
分
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
自
分
か
ら
歩

み
寄
る
こ
と
で
、
必
ず
温
か
く
迎
え
て
く
れ

る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

他
人
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
自

分
を
も
否
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
考
え
方
が
違
う
」
た
だ
そ
れ
だ
け
で
自
分

に
合
わ
な
い
と
距
離
を
置
く
の
で
は
な
く

「
異
な
っ
た
意
見
を
聞
く
こ
と
が
、
自
己
の

成
長
に
つ
な
が
る
と
い
う
プ
ラ
ス
思
考
の
考

え
方
が
必
要
で
あ
る
。」
と
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
意
見
を
が
む
し
ゃ

ら
に
貫
き
通
す
こ
と
だ
け
は
絶
対
に
や
め
よ

う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
友
だ
ち
と
そ
の
距

離
を
縮
め
る
た
め
に
も
違
っ
た
意
見
を
取
り

入
れ
て
よ
り
よ
い
考
え
が
持
て
る
や
さ
し
い

人
に
な
れ
る
よ
う
、
自
分
を
変
え
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
わ
た
し
の
心
は
と
て
も
穏
や
か
で
す
。

周
り
の
人
た
ち
が
と
て
も
や
さ
し
く
輝
い
て

見
え
ま
す
。
こ
の
場
所
が
い
つ
ま
で
も
「
や

さ
し
さ
と
輝
き
の
あ
る
場
所
」
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
願
い
な
が
ら
、
仲
間
を
信
じ
て
し
っ

か
り
と
歩
い
て
い
き
ま
す
。

徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

平
成
十
七
年
度
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大

会
入
賞
作
品
集
よ
り

か
た
り
あ
う

ペ
ー
ジ

や
さ
し
く
輝
い
て
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井
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選
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食
欲
が
戻
り
喪
服
を
片
づ
け
る

立
川

堀

梅

子

し
わ
寄
せ
が
だ
ん
だ
ん
老
い
に
降
り
か
か
る

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

静
か
す
ぎ
夜
の
淋
し
さ
増
す
ば
か
り

横
瀬

西

蔭

達

男

し
み
じ
み
と
思
い
は
巡
る
終
戦
日

横
瀬

前

田

好

月

神
経
痛
鮎
釣
り
期
間
忘
れ
て
る

坂
本

平

尾

智

男

信
頼
を
さ
れ
て
心
が
引
き
し
ま
る

棚
野

殿

川

早

苗

四
国
路
は
心
温
も
る
お
接
待

横
瀬

関

東

紀

美

幸
せ
と
思
う
心
が
幸
を
呼
ぶ

横
瀬

関

東

紀

美

白
髪
ふ
え
し
わ
も
た
る
み
も
多
く
な
る

久
国

美

馬

真

由

心
配
は
し
な
く
て
も
よ
い
僕
が
い
る

棚
野

島

つ
と
む

心
棒
が
今
の
幸
せ
く
れ
ま
し
た

横
瀬

桜

木

千

代

じ
ん
わ
り
と
母
の
意
見
が
身
に
沁
み
る

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

〈
評
〉
優
し
け
れ
ば
優
し
い
程
母
の
意
見
は
じ
ん

わ
り
胸
の
芯
ま
で
沁
み
て
く
る
。
こ
ん
な
母
を

持
つ
幸
せ
は
願
っ
て
も
な
く
嬉
し
い
。
大
切
に

ね
。

し
の
び
寄
る
老
い
の
き
ざ
し
か
顔
の
し
わ

横
瀬

呑

口

久

子

〈
評
〉
お
互
い
に
歳
は
取
り
た
く
な
い
。
し
か
し

や
ん
わ
り
と
身
体
の
あ
ち
こ
ち
へ
老
い
が
迫
っ

て
く
る
。
身
体
を
大
事
に
し
て
元
気
で
長
生
き

を
し
た
い
も
の
。

知
っ
た
か
ぶ
り
す
る
か
ら
恥
を
か
く
の
で
す

横
瀬

日

下

美

里

〈
評
〉
世
相
の
移
り
変
わ
り
が
早
い
。
浮
き
上
が
っ

た
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
背
伸
び
が

「
知
っ
た
か
ぶ
り
」
の
場
合
が
あ
る
。
よ
く
注

意
し
た
い
も
の
。

心
に
も
無
い
こ
と
言
わ
ぬ
同
窓
会

棚
野

殿

川

早

苗

根
性
と
気
合
い
を
入
れ
て
勝
負
す
る

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

収
穫
の
西
瓜
切
る
手
に
家
族
の
目

横
瀬

桜

木

千

代

口
止
め
を
さ
れ
口
止
め
を
し
て
喋
る

横
瀬

中

田

万

里

楽
し
み
で
老
い
る
間
が
な
い
花
作
り

棚
野

島

つ
と
む

よ
い
旅
で
あ
っ
た
と
連
れ
も
褒
め
て
い
る

中
山

山
下
ふ
さ
を

マ
ラ
ッ
カ
の
水
面
の
月
は
母
の
顔

与
川
内

武

田

裸

天

病
名
を
か
く
し
て
看み

護と

る
夜
の
長
さ

立
川

堀

梅

子

先
き
先
き
で
心
を
も
ら
う
遍
路
旅

立
川

前

田

千

恵

あ
り
の
ま
ま
の
田
舎
言
葉
に
あ
る
温
み

横
瀬

日

下

美

里

新
し
い
筆
で
曾
孫
の
名
札
書
く

横
瀬

前

田

好

月

騒
が
し
た
挙
げ
く
納
ま
る
元
の
鞘

中
山

山
下
ふ
さ
を

Ｂ
29
に
脅
え
た
頃
の
飛
行
雲

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

洗
っ
て
も
ま
だ
手
に
残
る
昭
和
の
血

生
名

岩

本

敏

子

さ
し
か
け
て
く
れ
た
滴
に
濡
れ
た
過
去

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

年
の
せ
い
つ
い
見
て
し
ま
う
く
や
み
欄

横
瀬

呑

口

久

子

〈
評
〉
な
ぜ
か
見
て
し
ま
う
の
が
新
聞
の
く
や
み

欄
で
あ
る
「
年
の
せ
い
」
か
も
知
れ
な
い
。
近

所
や
親
戚
に
異
変
が
あ
っ
て
は
と
思
う
点
も
あ

る
。

遍
路
旅
終
え
て
静
か
に
満
ち
足
り
る

立
川

前

田

千

恵

〈
評
〉
結
願
寺
ま
で
終
え
て
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が

こ
み
あ
げ
て
く
る
。
達
成
感
と
同
時
に
お
か
げ

を
得
て
あ
り
が
た
い
な
ど
の
満
足
感
。
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

孫
の
声
携
帯
で
聞
く
ご
時
世
に

坂
本

平

尾

智

男

〈
評
〉
世
の
中
便
利
に
な
っ
た
。
遠
く
で
初
孫
が

出
来
て
も
そ
の
産
声
が
携
帯
で
聞
け
る
。
何
が

あ
っ
て
も
連
絡
が
取
れ
る
。
長
生
き
は
し
た
い

も
の
だ
。

さ
よ
な
ら
と
言
わ
れ
て
気
付
く
君
の
愛

与
川
内

武

田

裸

天

〈
評
〉
今
夜
は
こ
れ
で
と
言
う
と
な
ぜ
か
切
な
い
。

初
め
て
君
の
深
い
愛
を
感
じ
た
夜
だ
け
に
寂
し

い
。
何
時
か
ら
こ
ん
な
に
焦
れ
だ
し
た
の
か
と
。

さ
あ
仕
事
元
気
で
行
こ
う
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス

久
国

美

馬

真

由

〈
評
〉
「
さ
あ
仕
事
」
の
掛
け
声
が
や
る
気
を
起

こ
す
。
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
連
れ
て
の
リ
ー
ダ
ー

う
ま
い
も
の
と
思
う
。
気
っ
風
の
よ
さ
が
滲
み

出
て
い
る
。

通
学
路
挨
拶
残
し
笑
顔
行
く

横
瀬

西

蔭

達

男

〈
評
〉
ど
こ
の
小
学
生
も
挨
拶
が
上
手
に
出
来
て

い
る
。
狭
い
道
も
老
人
に
先
を
ゆ
ず
っ
て
く
れ

る
。
「
挨
拶
残
し
笑
顔
行
く
」
に
雰
囲
気
が
出

て
嬉
し
い
。

地
に
堕お

ち
た
モ
ラ
ル
は
直
ぐ
に
拾
え
な
い

生
名

岩

本

敏

子

〈
評
〉
特
に
山
や
谷
の
見
え
に
く
い
所
へ
捨
て
た

ゴ
ミ
。
捨
て
る
人
の
考
え
が
変
わ
ら
な
い
と
モ

ラ
ル
は
変
わ
ら
な
い
。
み
ん
な
の
意
識
改
革
が

必
要
だ
と
思
う
。

「
し
」
か
ら
始
め
る

題

雑

詠

次
回
作
品
募
集

十
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

十
一
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

秀

句

秀

句

【
お
知
ら
せ
】

長
い
間
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
長
野
先
生
が
、
ご
病
気
の
た
め
、
今

年
六
月
よ
り
小
松
島
市
の
井
上
博
先
生
に

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

●
井
上
博
先
生

ご
紹
介

徳
島
県
川
柳
作
家
連
盟
会
長
・
徳
島
新

聞
徳
島
柳
壇
選
者
・
と
く
し
ま
文
学
賞
選

考
委
員
そ
の
他
の
役
職
を
歴
任
さ
れ
て
居

ら
れ
ま
す
。

心
新
た
に
川
柳
を
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
投
句
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

（
万

里
）
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の保健行事
日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

３ 火 股 関 節 脱 臼 検 診 13:00
勝 浦 病 院
小 児 科

平成18年６月１日～
８月31日までに生ま
れた子

母子健康手帳

６ 金 １歳６か月児健康診査 13:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成17年１月１日～
４月30日までに生ま
れた子

母子健康手帳
問診票

10 火
健 康 相 談 10:00～11:00

今山ふれあい
交 流 館

住 民 健康手帳
介 護 教 室 11:00～12:00

13 金
離 乳 食 講 習 会 13:00～ 農村環境改善

セ ン タ ー

平成18年４月１日～
８月31日までに生ま
れた子

母子健康手帳
乳 児 健 康 診 査 13:30～

17 火
健 康 相 談

運 動 教 室
13:30～

沼江コミュニ
ティーセンター

住 民 健康手帳

18 水 糖 尿 病 予 防 教 室 13:30～ 中 角 集 会 所 住 民 健康手帳

21 土 第16回健康・福祉まつり ８:30～９:30
農村環境改善
セ ン タ ー

住 民

25 水 糖 尿 病 予 防 教 室 ９:30～ 山 西 集 会 所 住 民 健康手帳

みんなの健康

勝 浦 病 院 だ よ り

☆水曜日の午後は予約による禁煙外来を行なっています（近藤医師）

☆外来受付時間（内科外来については "予約診療"もしております）

１．内科、外科は午前が11時30分まで、午後は４時30分まで。

２．整形外科は午前11時まで。ただし、学会等で休診の場合がありますので，お問い合わせください。

３．小児科は午前が12時まで、 午後は月曜日が３時まで、金曜日は４時まで。

４．リハビリは午前が11時まで、午後は４時まで。

５．診察医が変更する場合がありますが、ご了承ください。

医師診察当番表
科 名 時間･曜日 月 火 水 木 金

内 科
午 前 平 賀 仁 木 平 賀 平 賀 村 田

午 後 近 藤 仁 木 村 田 村 田 近 藤

外 科
午 前

小 西
－－－

小 西
－－－

小 西
午 後 小 西 小 西

整形外科 午 前 －－－ 徳大医師 －－－ 徳大医師 －－－

小児科
午 前

徳大医師 －－－ －－－ －－－ 戸 井
午 後

医
師紹介

内科・上村英子医師の

異動に伴い、10月１日か

ら村田昌彦医師が赴任

されました。
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勝
浦
病
院
で
は
九
月
か
ら
糖
尿

病
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場

所

勝
浦
病
院
二
階

研
修
室

時

間

午
後
二
時
か
ら

一
時
間
程
度

費

用

無
料
で
す

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加
で

す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

糖
尿
病
教
室
開
催
の

お
知
ら
せ

10月の予定（いずれも火曜日）

日 担 当 内 容

３日 平賀院長 糖尿病について

10日 坂口栄養士 食事について

17日 正瑞薬剤師 薬について

24日 亀山看護師長 一般生活と運動

◎期 間 平成18年10月２日 ～平成19年２月28日

今年度 基本健診・骨粗鬆症検診を
まだ受診していない人へ

健診項目 対 象 健診料 内 容

基 本 健 診 40歳以上 700円

身体測定、血圧、検尿、心電図

検査、血液検査（コレステロール、

中性脂肪、肝機能、腎機能、貧

血、血糖、アルブミン）、診察等

肝炎ウィルス

検 診

①平成19年３月31日までに、40歳、45歳、50

歳、55歳、60歳、65歳、70歳を迎える人

②過去に肝機能異常を指摘されたことがあ

る人。多量出血を経験した人や、大きい

外科手術を受けた人で、その後医療機関

で定期的な受診をしていない人。

1,200円
血液検査により、Ｃ型肝炎、Ｂ

型肝炎の感染について調べる。

骨粗鬆症検診
40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70

歳の女性
700円 骨密度測定

◎健診項目

※ただし、満70歳以上の人、生活保護世帯、市町村民税非課税世帯の人は無料です。医療機関窓口でお申し出ください。

平成18年４月から現在までに、総合健診、人間ドック、職場健診等で、基本健診等を

受けていない人を対象に医療機関での検診を次のとおり実施します。受診を希望される

人は、勝浦町福祉課（ 42-1502）へお申し込みください。

健診は生活習慣病の早期発見のため、有効な手段です。年に一度は受診しましょう。

医療機関名 検診の種類 曜日 受付時間

勝浦病院（内科） 基本健診

金

13:00～15:00

勝浦病院（外科） 骨粗鬆症検診 13:00～14:00

◎実施医療機関

医療機関検診について
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インフルエンザ か ぜ

初期症状 悪寒、頭痛
のどの乾燥感
くしゃみ

主な症状
発熱、全身痛
悪寒、倦怠感

鼻水、鼻づまり
せき

熱 38～40℃ 微熱

合併症 気管支炎、肺炎 ほとんどない

インフルエンザの予防接種について！
インフルエンザの予防対策として、高齢者のインフルエンザの予防接種を実施

します。申し込みとりまとめは、各愛育班を通じて行いますので、接種希望者は

10月10日 までに各地区の班員さんへお申し込みください。

接 種 月 日 11月11日 ・18日 ・25日

受 付 時 間 午前９時～11時 午後１時～３時
（時間を配分してお知らせしますが、指定時間が異なる場合はご了承ください。）

接種対象者 ①満65歳以上の人

②60歳～64歳の人で、心臓・腎臓・呼吸器等の機能に日常生活が極度に

制限される程度の障害がある人（主治医にあらかじめご相談ください）

接種医療機関等 勝浦病院 （42）2555

当日持参するもの 予防接種予診票・健康手帳・健康保険証

料金 1,000円（生活保護世帯の人は除く）

インフルエンザとかぜの違い

普通のかぜの症状は、のどの痛み、鼻汁、く

しゃみや咳などが中心で、発熱もインフルエン
ザほど高くはならず、重症化することはほとん

どありません。
一方、インフルエンザは、39℃以上の発熱、

頭痛、関節痛、筋肉痛など全身症状が強く、重
症化すると気管支炎、肺炎、小児では中耳炎、

熱性けいれんなどを併発することもあります。

かぜの予防

インフルエンザの予防

かぜは、日常生活のちょっとしたスキに入り込んできます。かぜをひかないように、普

段から体力づくりと健康管理に努めましょう。

１．手洗い、うがいをしっかりする
かぜの基本的な予防は手を洗うことです。かぜは空気の中を飛び散って感染するより

も、手を介して感染し、目や鼻から体の中へ侵入することが多く、手洗いがかぜの感染

予防で有効です。うがいは、細菌やウイルスの侵入を防ぎます。

２．体の抵抗力をつける
睡眠を十分にとり、ビタミンＡ、ビタミンＣなどの栄養補給をする。ビタミンＣには、

白血球のはたらきを増し、感染症への抵抗力を高める効果があります。ビタミンＡには、

鼻、のど、気管支などの粘膜を丈夫にし、かぜの予防に効果があります。

３．室内の環境に注意をする
乾燥した空気は、かぜのウイルスにとって好都合で、増殖しやすい環境です。室内の

温度や湿度を適切に保ち、ときどき換気を行いましょう。

予防の基本は、流行前に予防接種を受けておくことです。インフルエンザは、空気中に

拡散されたウイルスによって感染します。

感染予防のためには、人ごみは避け、日ごろから、十分な栄養や休息をとることが大切

です。インフルエンザ感染の広がりには、空気の乾燥が関連しています。室内では加湿器

などを使って、適度な湿度を保ちましょう。外出時のマスクや帰宅時のうがい、手洗いは

普通のかぜの予防と併せておすすめします。

保
健
だ
よ
り



納付は資格ができたその月分から
～届け出を忘れずに～

例えば、加入の届け出が遅れた場合でも、

加入の資格が発生した月分までさかのぼっ

て保険税を納めていただきます。加入・脱

退の届け出は、かならず14日以内に行いま

しょう。

国保に加入する日

１職場の健康保険な
どの資格がなくなっ
た日（退職した翌日）

２他の市区町村から
転入した日

３生活保護を受けな
くなった日

４出生した日

国保を脱退する日

１職場の健康保険など
に加入した日の翌日

２他の市区町村へ転
出した日の翌日ま
たはその日

３生活保護を受け始
めた日

４死亡した日の翌日

理由もなく保険税を滞納すると

次のような措置をとる場合があります。

災害など、政令で定められた

特別な事情以外で滞納を続け

る人からは、いずれは保険証

を返していただきます。

滞納処分（財産などの差し押

さえ）をする場合があります。

保険証のかわりに、被保険者

資格証明書を交付します。

このとき、医療機関の窓口でいっ

たん保険診療分の費用全額（10割）

を支払い、後日申請により保険者負

担分が払い戻されます。また、保険

税が完納されると認められたときは

保険証は再交付されます。

※滞納が続く場合は、後日払い戻しを受けられる
国保の給付（高額療養費、出産育児一時金、葬

祭費など）を差し止めることがあります。

１

２

３
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国保と医療費

もしあなたが

「一人ぐらい保険税を納めない人がいたって平気」と思っ

ているのなら大間違いです。保険税をきちんと納めない人

がいると、支え合いのしくみが成り立たなくなり、国保の

運営ができなくなってしまいます。また、病気やケガでか

かった医療費を全額支払うことになりあなたにとっても大

きな負担となります。みんなの、そしてあなたや家族のく

らしと健康を守る、保険税の納付を忘れずに

保険税を滞納すると

困ります。

国保は保険税によって支えられています

保険税は国保の大切な財源です。お医者さんにかかっ

たとき、窓口で支払うのは、かかった医療費の一部負担

金で、残りの保険者負担分は、国などの補助金と皆さん

からの保険税でまかなわれています。

保険税でまかなう分

国、都道府県

市区町村が
負担する分

窓口で支払う分

医療費

困ってからでは
もう遅い 保険税 かならず納付を

みんなが
あなたが

問い合わせ 勝浦町総務税務課 国保係 （42）1503



※登録している犬の場合は
印鑑と鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

10月 10日 ･24日
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10月 ガラスビン収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

３日

（火）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

７日

（土）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

17日

（火）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

24日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

10月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

２日

（月）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

10日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

16日

（月）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

23日

（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

十
月
七
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

十
月
十
四
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ククリリーーンン情情報報

平成18年６月１日から飼

い猫・飼い犬の引取りが

有料化になっています。

ボランティアグループ

「勝浦を考える会」古紙の回収にご協力を
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風の墓碑銘 乃 南 ア サ

八月の路上に捨てる 伊藤たかみ

彼女の命日 新津きよみ

雨 女 澤田ふじ子

空白の叫び 上・下 貫井 徳郎

彼女の命日 新津きよみ

町医北村宗哲 佐 藤 雅 美

てのひらの中の宇宙 川 端 裕 人

慈悲をめぐる心象スケッチ 玄 侑 宗 久

棟居刑事の一千万人の完全犯罪 森 村 誠 一

夜のジンファンデル 篠 田 節 子

Ｔ.Ｒ.Ｙ. 北京詐劇 井 上 尚 登

ボトルネック 米 澤 穂 信

始皇帝 塚 本 靑 史

タックス・シェルター 幸 田 真 音

脳をきたえる新聞の読みかた 川 島 隆 太

子育てにとても大切な27のヒント

クレヨンしんちゃん親子学 汐 見 稔 幸

ああ息子 西原理恵子＋母さんズ

伊東家の食卓 2006年度版 日本テレビ

おもいっきりテレビ 日本テレビ

岩盤浴の秘密 五 味 常 明

自分でできるダンボールインテリア マゴクラフト

かみなりコゴロウ 本 間 正 樹

ねこにのまれて 本 間 正 樹

いのちのまつり 草 場 一 壽

ももいろ荘の福子さん

かめきちのたてこもり大作戦

つるかめ道場物語 一・ニでハジメ！

村上しいこ

新着図書の一部紹介

宮部ミステリーの新たな

る代表作、ここに誕生。

名もなき毒

宮部みゆき

筋トレだけで体は作れな

い。さあ、しっかり食べて

デカくなろう！強い野球選

手を作る「食」のすべて。

巻末カラーのオリジナルメ

ニュー＆レシピ集付き。

野 球 食

海老久美子

★おはなし会

22日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にし

た紙芝居の読み聞かせで

す。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の

返却本は玄関横のブック

ポストに入れてください

10月の行事 ★ 10 月 ★

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０１１ １２１３１４

１５１６１７１８ １９２０２１

２２２３２４２５ ２６２７２８

２９３０３１

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

期 間 10月20日 ～27日

場 所 勝浦町図書館２階

勝美会会員と和歌山県那智勝浦町

絵画グループによる作品展です。

是非この機会にご鑑賞下さい。

勝 美 展 のお知らせ

児童書

図書館だより
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まちのうごき
平成18年８月16日～平成18年９月15日（敬称略）

日 時 10月12日 午後１時30分～４時30分

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 10月14日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 10月10日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで
※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

ご利用ください！
出張年金相談所

時間延長年金相談

日 時 場 所 備 考

10月６日

10月13日

10月20日

10月27日

午後1時～4時30分

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお

りますので、お気軽

にお問い合わせくだ

さい。 (42)4652

心配ごと相談

10月交流講座ご案内

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を
開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 12 ・19 午後 7:30～9:30

踊 り 11 ・18 ・25 午後 2:00～4:00

歌 謡 ５ ・19 午後 7:30～9:30

生け花 ２ ・23 午後 7:30～9:30

大正琴 ５ ・12 ・20
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

人 口（平成18年８月31日現在）

世帯数 2,159戸

男性 3,089人

女性 3,339人

計 6,428人

出生 男 ３人 女 １人 計 ４人

死亡 男 ８人 女 ２人 計 10人

転入 男 ４人 女 １人 計 ５人

転出 男 ８人 女 12人 計 20人

おくやみ申します

大字三溪字樫渕 畑 名 芳 一（83歳）

大字三溪字定岡 野 小 平（83歳）

大字中角字豊田 山 下 豊 壽（79歳）

大字三溪字樫渕 小 出 子（92歳）

大字沼江字黒岩 岡本ジツノ（86歳）

大字生名字大前 柳 田 末 子（76歳）

大字星谷字二ツ森谷 林 コフジ（87歳）

ご結婚おめでとう

（
大字久国字松ノ本

阿南市

松 田 友 和
滝 口 誠 美

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

善意ありがとうございました
（８月16日～９月15日）

谷 内 正 治 さん（沼江） 柳 田 義 博 さん（生名）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

10月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午後６時～翌朝午前９時 休日:午後７時～翌朝午前９時

お誕生おめでとう

大字棚野字山蔭 ）寒 山 誠
真奈美

二男 航
わたる

大字久国字屋原 ）福 本 直 一
愛

長女 凜
りん

大字坂本字平野 ）杉 本 道 泰
真奈美

二男 涼
りょう

真
ま

大字坂本字生実 ）西 尾 直 樹
理 恵

長男 啓
はる

希
き
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